
宋
代
の
喫
茶
の
普
及
に
は
、
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
時
期

に
入
り
、
茶
は
、
官
廷
、
士
大
夫
層
、
都
市
や
郷
村
の
一
部
庶
民
、
ま

た
寺
院
に
お
い
て
、
儀
式
、
供
応
、
あ
る
い
は
、
日
常
の
飲
料
と
し
て

①
 

盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
喫
茶
だ
け
で
は
な
く
、
従
来
、
注
目
さ
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
喫
湯
を
組
み
合
わ
せ
た
作
法
か
ら
考
察
し
た
い
。
さ
ら

に
、
湯
の
成
分
・
薬
効
な
ど
を
考
察
し
た
上
で
、
こ
の
作
法
が
、
予
想

以
上
に
宋
代
の
日
常
生
活
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
の
ぺ
る
。
つ
い
で
、

周
辺
諸
国
へ
の
影
響
も
あ
わ
せ
て
論
じ
、
わ
が
国
へ
伝
播
し
た
か
否
か

も
考
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
作
法

の
一
形
態
を
明
ら
か
に
し
、
湯
と
い
う
飲
料
を
改
め
て
注
目
し
て
ゆ
き

た
い
。

は

じ

め

に

宋

代

の

喫

茶

． 
喫

湯

従
来
の
喫
茶
に
関
す
る
研
究
は
、
茶
書
の
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
そ

れ
に
は
、
青
木
正
児
氏
、
布
目
潮
渥
氏
、
中
村
喬
氏
は
じ
め
、
諸
先
学

R
 

が
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
私
は
、
宋
代
の
文
献
を
調
べ
る
な
か
で
、
従
来
、
ほ
と
ん
ど

言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
茶
の
作
法
が
存
在
し
、
し
か
も
、
こ
れ

が
当
時
の
社
会
に
お
い
て
、
予
想
外
の
拡
が
り
を
み
せ
て
い
た
こ
と
に

気
づ
い
た
。
こ
の
作
法
は
、
客
礼
の
一
種
で
あ
っ
て
、
臣
下
や
来
訪
の

客
人
を
も
て
な
す
さ
い
の
供
応
に
、
従
来
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
茶
に
加

え
て
、
飲
料
で
あ
る
湯
を
も
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

北
宋
沈
括
撰
『
夢
渓
筆
談
』
巻
一
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

百
官
於
中
書
見
宰
相
、
九
卿
而
下
、
即
省
吏
高
声
唱
一
声
屈
‘
則

趨
而
入
。
宰
相
揖
及
進
茶
。
皆
抗
声
賛
唱
。
謂
之
屈
揖
。
待
制
以

茶

と

湯

田

中

美

佐
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上
見
、
則
言
請
某
官
、
更
不
屈
揖
。
臨
退
俯
進
湯
゜

中
書
省
で
諸
官
員
が
、
宰
相
に
謁
見
す
る
模
様
で
あ
る
が
、
右
文
で
は
、

大
臣
以
下
の
も
の
は
、
省
吏
の
声
高
な
「
屈
」
と
い
う
一
声
で
趨
り
入

え
し
や
(

る
。
宰
相
が
揖
す
る
と
「
及
＿
＿
進
茶
↓
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま

ず
「
茶
」
が
出
さ
れ
、
退
出
時
に
は
、
「
進
湯
」
と
み
え
、
「
湯
」
が
出

さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

梅
原
郁
氏
は
、
『
夢
渓
筆
談
」
（
東
洋
文
庫
出
、
平
凡
社
一
九
七
八
年
）

の
訳
註
に
お
い
て
、
こ
の
「
進
湯
」
を
訳
し
て
「
湯
茶
を
す
す
め
る
」

と
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
、
氏
が
如
何
な
る
飲
料
を
さ
し
て
「
湯
茶
」

と
さ
れ
た
か
は
知
り
え
な
い
。
し
か
し
、
私
は
、
以
下
、
本
稿
で
行
な

う
考
察
よ
り
、
こ
の
「
進
湯
」
の
「
湯
」
は
、
茶
を
素
材
と
し
た
飲
料

で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
あ
え
て
、
こ
こ
で
は
「
湯
」
と
訳
し
た
。

こ
の
『
夢
渓
筆
談
』
巻
一
の
く
だ
り
は
、
宮
廷
儀
礼
の
な
か
に
お
け
る

茶
と
組
み
合
わ
せ
て
湯
を
出
す
「
喫
茶
・
喫
湯
」
の
作
法
を
示
し
て
い

る
好
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
宮
廷
で
こ
の
作
法
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
文
献
を
あ
げ
た
い
。

北
宋
の
神
宗
、
哲
宗
‘
徽
宗
三
代
に
仕
え
た
政
治
家
察
京
の
子
、
察

條
撰
『
鐵
囲
山
叢
談
』
巻
一
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

国
朝
儀
制
、
天
子
御
前
殿
、
則
群
臣
皆
立
奏
事
、
雖
丞
相
亦
然
゜

後
殿
日
延
和
、
日
選
英
、
二
小
殿
廼
有
賜
坐
儀
。
既
坐
‘
則
宣
茶
、

又
賜
湯
、
此
客
礼
也
。
延
和
之
賜
坐
而
茶
湯
者
、
遇
拝
相
、
正
衡

会
百
官
、
宣
制
才
罷
‘
則
其
人
親
抱
白
麻
、
見
天
子
於
延
和
、
告

免
礼
畢
‘
召
丞
相
升
殿
是
也
。
適
英
之
賜
座
而
茶
湯
者
、
講
筵
官

春
秋
入
侍
、
見
天
子
、
坐
而
賜
茶
酒
読
、
読
而
後
講
、
講
罷
又
賛

湯
是
也
。
他
皆
不
可
得
突
。

こ
こ
で
は
、
主
に
宮
城
の
後
殿
で
あ
る
延
和
殿
、
適
英
殿
で
の
賜
座
の

作
法
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
仁
宗
の
学
問
所
の
場
合
、
旧
暦

立
春
か
ら
端
午
の
日
ま
で
と
、
立
秋
か
ら
冬
至
ま
で
は
、
奇
数
日
と
と

に
経
書
史
書
を
題
材
と
し
た
テ
キ
ス
ト
の
講
読
が
あ
り
、
こ
の
通
英
殿

③
 

に
て
侍
読
、
侍
講
を
引
見
し
た
が
、
右
文
の
「
適
英
之
賜
座
而
茶
湯
者
」

以
下
で
、
こ
の
春
秋
の
入
侍
の
有
様
が
示
さ
れ
る
が
、
講
筵
官
が
天
子

に
謁
見
し
、
坐
し
て
茶
を
賜
わ
り
、
読
み
か
つ
講
じ
、
お
わ
れ
ば
湯
が

出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
後
殿
に
お
け
る
喫
茶
・
喫

湯
の
作
法
は
、
右
文
で
客
礼
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
、
宮
廷
さ
ら
に
は
、
上
流
社
会
の
作
法
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
事
実
、
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。

北
宋
朱
咳
撰
『
罪
州
可
談
』
に
は
、
ひ
ろ
く
官
制
・
国
典
か
ら
風

俗
に
至
る
ま
で
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
巻
一
に
は
、

今
、
世
俗
客
至
則
啜
茶
、
去
則
啜
湯
。
（
中
略
）
此
俗
遍
天
下
。

と
み
え
る
。
ま
た
、
時
代
は
、
南
宋
に
く
だ
る
が
、
同
様
の
記
載
が
み

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
作
者
不
詳
『
南
窮
紀
談
』
の
一
節
で
あ
っ
て
、

客
至
則
設
茶
、
欲
去
則
設
湯
。
不
知
起
於
何
時
。
然
上
自
官
府
、

下
至
閻
里
、
莫
之
或
廃
。

と
あ
る
。
以
上
よ
り
判
断
す
れ
ば
、
こ
の
喫
茶
と
喫
湯
と
を
組
み
合
わ
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せ
た
作
法
は
、
客
礼
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
宮
廷
、
官
御
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
さ
ら
に
は
民
間
に
至
る
ま
で
拡
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
作
法
と
は
、
客
の
来
訪
時
に
は
、
ま
ず
茶
を
出
し
、
帰
る
時

④
 

分
に
は
、
湯
を
出
し
て
も
て
な
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
の
僧
成
尋
が
著
わ
し
た
在
宋
日
記
『
参
天
台
五
台
山
記
』
に

よ
る
と
、
寺
院
で
も
こ
の
茶
と
湯
を
用
い
て
客
を
も
て
な
し
て
い
た
有

様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
成
尋
は
、
天
台
・
五
台
山
の
巡
礼
を
希
求
し
、

そ
の
勅
許
を
求
め
る
が
、
か
な
わ
ず
、
つ
い
に
、
延
久
四
年
三
月
（
北

宋
熙
寧
五
年
一

0
七
二
年
）
に
密
出
国
を
企
だ
て
渡
宋
す
る
。
在
宋

1
0
年
に
し
て
彼
の
地
で
没
す
る
が
、
こ
の
間
、
熙
寧
五
年
か
ら
六
年

に
か
け
て
の
お
よ
そ
一
六
カ
月
間
の
出
来
事
を
記
し
て
い
る
在
宋
日
記

は
、
成
尋
と
と
も
に
渡
宋
し
た
弟
子
達
の
帰
朝
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に

も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
巻
六
煕
寧
六
年

(
1
0
七
三
）
一
月
四
日
の
条

に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

四
日
唸
天
晴
。
従
広
梵
大
師
天
吉
祥
許
有
請
。
七
人
皆
参
向
。

点
茶
二
度
。
湯
一
度
。

⑤
 

成
尋
以
下
、
弟
子
達
は
、
訳
経
僧
広
梵
大
師
天
吉
祥
の
請
を
う
け
る
が
、

点
茶
二
度
、
点
湯
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
は
、
ま
ず
茶
が
、
お
わ

り
に
湯
で
も
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
日
記
に
は
、
他
所
に
も
同

様
の
も
て
な
し
が
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
禅
院
の
日
常
行
事
、
お
よ
び
規
範
を
記
し
た
も
の
に

清
規
が
あ
げ
ら
れ
る
。
最
初
の
清
規
と
し
て
は
、
唐
百
丈
懐
海
の
撰

で
あ
る
『
百
丈
清
規
』
が
あ
げ
ら
れ
、
北
宋
慈
覚
大
師
宗
願
撰
『
禅

⑥
 

苑
清
規
』
は
、
こ
の
『
百
丈
清
規
』
に
大
体
準
じ
た
も
の
で
あ
る
。

『
禅
苑
清
規
』
巻
五
堂
頭
煎
点
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

…
或
官
客
相
看
、
只
一
次
焼
香
、
侍
者
唯
問
訊
住
持
而
巳
。
礼
須

一
茶
一
湯
、
若
住
持
人
索
喚
、
別
点
茶
湯
、
更
不
焼
香
。
…

…
或
新
到
暫
到
外
寺
僧
相
看
、
只
一
次
焼
香
、
普
同
問
訊
。
並
合

一
茶
一
湯
。
…
…

こ
の
よ
う
に
、
規
律
と
し
て
外
来
の
者
に
は
、
茶
と
湯
を
接
待
に
用
い

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
に
の
べ
た
『
参
天
台
五
台
山
記
』

の
記
載
と
あ
わ
せ
み
る
と
、
宋
代
、
実
際
に
寺
院
内
で
は
、
僧
侶
間
の

供
応
に
は
、
従
来
よ
り
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
茶
の
み
喫
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
加
え
て
湯
を
も
喫
す
る
作
法
が
確
実
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
喫
茶
・
喫
湯
の
作
法
が
社
会
に
普
及
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
喫
茶
の
風
習
は
、
唐
代
後
半
期
か
ら
一
般
社
会
に
定
着R

 

し
は
じ
め
、
こ
の
宋
代
に
入
り
、
一
屈
洗
練
さ
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。

同
様
に
、
上
流
だ
け
で
は
な
く
作
法
と
し
て
喫
茶
・
喫
湯
が
民
間
へ
普

及
し
た
こ
と
な
ど
は
、
茶
の
流
通
量
が
増
大
し
、
庶
民
生
活
の
向
上
が

顕
著
な
宋
代
に
お
い
て
、
上
流
の
文
化
を
逐
次
、
自
分
た
ち
の
程
度
に

あ
わ
せ
な
が
ら
、
民
間
が
受
容
し
て
い
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
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日
本
僧
成
尋
は
、
都
開
封
に
滞
在
中
、
外
国
人
僧
の
宿
舎
と
な
っ
て

い
た
伝
法
院
に
滞
在
し
た
。
そ
こ
で
僧
や
役
人
達
は
、
互
い
に
請
き
合

い
、
茶
や
湯
を
喫
し
た
。
そ
の
模
様
は
、
さ
き
に
も
の
べ
た
が
、
例
え

ば
前
掲
『
参
天
台
五
台
山
記
』
熙
寧
五
年
十
月
一
五
日
の
条
に
は

十
五
日
咤
天
晴
。
辰
点
参
両
堂
焼
香
。
即
三
蔵
将
向
房
点
茶
。

次
参
大
卿
房
具
座
具
拝
処
執
手
固
辞
。
将
入
房
中
点
茶
湯
。
次
参

少
卿
房
三
拝
。
少
卿
倶
時
参
拝
。
点
茶
。
七
人
皆
参
。

ま
た
、
同
書
熙
寧
五
年

(
1
0
七
二
）
―
二
月
二
九
日
の
条
に
は
、

次
の
よ
う
に
み
え
る
。

廿
九
日
麟
。
天
晴
。
・
・
・
中
天
新
来
二
人
来
坐
。
点
茶
湯
了
。
次
大

天
国
二
人
来
坐
。
点
茶
了
。

留
意
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
は
「
点
レ
茶
」
と
「
点
ー
ー
茶
湯
―
」
と
い
う
二

つ
の
用
法
が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
用
い
方
は
日
記
中
の
随
所
に

み
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
成
尋
が
書
苔
分
け
て
い
る
点
か
ら
察
す
れ

ば
、
両
者
の
内
容
は
、
異
な
る
も
の
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
よ
り
こ
の
相
違
は
、
指
適
判
読
さ
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
宋
代
に
以
上
本
稿
で
輪
及
し
て

き
た
よ
う
に
喫
茶
・
喫
湯
が
行
な
わ
れ
た
事
実
よ
り
判
断
す
れ
ば
、
こ

の
「
点
ー
ー
茶
湯
―
」
と
は
、
点
茶
と
点
湯
の
両
方
を
意
味
す
る
と
推
測
で

茶

湯

と

は

き
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
推
測
を
裏
づ
け
る
も
の
が
前
掲
『
鉄

囲
山
叢
談
』
の
喫
茶
・
喫
湯
と
し
て
の
賜
茶
・
賛
湯
で
あ
る
。
こ
の
賜

茶
・
賛
湯
が
「
茶
湯
」
と
い
う
文
字
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
事
実
か
ら

す
れ
ば
、
私
は
こ
の
『
参
天
台
五
台
山
記
』
で
い
う
「
点
孟
傘
湯
―
」
と

は
、
や
は
り
「
点
茶
」
だ
け
で
は
な
く
「
点
湯
」
を
も
意
味
し
て
い
る

R
 

と
解
釈
し
た
い
。

ま
た
、
前
掲
『
禅
苑
清
規
』
に
は
、
「
一
茶
一
湯
」
と
み
え
た
が
、

ま
さ
に
「
茶
湯
」
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

宋
代
の
喫
茶
法
に
つ
い
て
、
水
野
正
明
氏
は
、
地
域
、
品
質
、
製
法

等
の
相
違
、
多
様
化
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
有
な
喫
茶
法
が
想
定
で
き

る
と
さ
れ
る
が
、
大
勢
と
し
て
は
、
抹
茶
に
湯
を
さ
し
、
攪
拌
す
る
方

⑨
 

法
が
と
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
私
も
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
に
考
え

る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。

で
は
、
一
体
、
さ
春
ほ
ど
よ
り
言
及
し
て
春
た
湯
と
は
如
何
な
る
飲

料
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
湯
の
成
分
よ
り
考
え
て
ゆ
く
。
湯
と

さ

ゆ

は
、
た
ん
な
る
白
湯
で
は
な
い
よ
う
だ
。

さ
き
の
成
尋
は
、
熙
寧
五
年

(
1
0
七
二
）
三
月
一
九
日
に
肥
前
国

松
浦
郡
壁
島
を
出
航
し
、
宋
の
明
州
、
越
州
を
経
て
、
同
月
一
三
日
に

は
、
杭
州
の
湊
口
に
至
る
。
運
河
を
へ
て
、
一
六
日
に
は
杭
州
に
上
陸

湯

と

は
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す
る
。
そ
こ
で
通
事
陳
詠
を
雇
い
、
城
内
見
学
や
寺
院
の
訪
問
を
行
う
。

次
に
あ
げ
る
二
六
日
に
は
、
陳
詠
を
伴
い
、
念
願
の
天
台
山
巡
礼
の
申

文
を
府
の
街
門
に
献
上
す
る
。
『
参
天
台
五
台
山
記
』
巻
一
熙
寧
五

年

(
1
0
七
二
）
四
月
二
六
日
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

廿
六
日
鰭
辰
時
詠
共
参
府
。
献
参
天
台
山
由
申
文
。
於
廊
可
点

茶
由
有
命
。
即
向
廊
喫
茶
。
次
従
都
督
内
以
新
去
茶
院
（
浣
か
？
）

銀
花
盤
送
香
湯
飲
了
。

こ
こ
は
成
尋
の
日
記
中
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
供
応
と
し
て
の
喫
茶
・

喫
湯
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
右
文
で
は
、
成
尋
が
湯
を
さ
し

⑩
 

て
「
香
湯
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
た
い
。
ま
た
、
成
尋
は
、

同
年
―
一
月
に
宋
朝
の
厚
遇
を
う
け
、
五
台
山
巡
礼
に
出
発
し
、
同
月

末
に
は
五
台
山
に
到
着
、
参
拝
を
行
う
。
そ
し
て
、
―
二
月
二
日
に
は

帰
途
に
つ
き
、
一
七
日
に
は
諦
州
の
官
街
に
出
向
く
。
成
尋
は
そ
こ
で

の
喫
茶
・
喫
湯
の
模
様
を
記
す
が
、
そ
の
『
参
天
台
五
台
山
記
』
巻
五

熙
寧
五
年
―
二
月
一
七
日
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

十
七
日
い
。
天
晴
e

…
申
時
参
府
使
臣
通
事
共
参
。
点
茶
之
後
数

剋
談
話
。
又
以
好
茶
点
茶
。
次
点
湯
。
自
薬
也
。

こ
こ
で
は
点
茶
の
後
、
点
湯
を
行
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
こ
に

は
「
自
薬
也
。
（
自
分
の
薬
で
あ
る
。
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
前
掲
『
坪
州
可
談
』
巻
一
の
中
略
部
分
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

湯
取
薬
材
。
廿
香
者
屑
之
。
或
温
或
涼
。
未
有
不
用
甘
草
者
。

こ
れ
よ
り
、
揚
と
は
甘
美
芳
香
な
薬
材
を
用
い
た
飲
料
で
あ
り
、
温
か

い
も
の
と
冷
た
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
薬
材
の
な
か
で
も
甘
草

は
か
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
湯

と
は
、
日
常
親
し
ま
れ
た
飲
料
と
し
て
の
薬
湯
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
成

尋
が
飲
ん
だ
湯
も
「
香
湯
」
及
び
「
自
薬
也
。
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
『
碑
州
可
談
』
巻
一
に
み
ら
れ
た
も
の
と
同
様
な
宋
代
に
日

常
親
し
ま
れ
た
湯
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
『
参
天
台
五
台
山

記
』
に
は
、
多
く
点
湯
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
粉
薬
に
湯
を
さ
し

攪
拌
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
具
体
的
な
湯
の
一
例
を
あ
げ
て
み
た
い
。
南
宋
哀
文
撰
『
翌

⑪
 

罰
間
評
』
に
引
用
さ
れ
る
蘇
東
波
の
一
帖
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

蘇
東
波
一
帖
云
、
予
少
嗜
甘
、
日
食
蜜
五
合
。
嘗
謂
以
蜜
煎
糖
而

食
之
可
也
。
又
日
、
吾
好
食
睾
蜜
湯
、
甘
芳
滑
辣
、
使
人
意
快
而

神
清
。
其
好
食
甜
可
知
。

食
通
で
知
ら
れ
る
蘇
東
波
は
、
こ
の
甘
芳
滑
辣
な
駕
蜜
湯
を
好
ん
だ
の

で
あ
る
。
こ
の
湯
な
ど
も
、
そ
の
性
質
か
ら
す
れ
ば
、
接
客
に
用
い
ら

れ
た
可
能
性
が
強
い
。

中
国
で
は
、
古
来
、
医
食
同
源
の
思
想
が
発
達
し
て
お
り
、
現
在
で

も
そ
の
考
え
は
生
活
の
中
に
と
け
こ
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
日
常
の
食

物
は
た
ん
に
空
腹
を
み
た
す
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
薬

四
湯
の
日
常
性
と
薬
効
に
つ
い
て
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効
を
見
い
だ
し
て
各
自
の
健
康
増
進
、
管
理
の
た
め
に
摂
取
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
伝
統
の
中
で
自
然
に
体
得
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
扱
っ
て
い
る
湯
な
ら
び
に
各
種
飲
料
の
摂
取
状

況
も
、
こ
の
思
想
と
は
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
い
。

さ
て
、
南
宋
呉
自
牧
撰
『
夢
梁
録
」
と
と
も
に
南
宋
周
密
撰
『
武

林
旧
事
』
は
、
臨
安
に
関
す
る
有
用
な
史
料
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

の
巻
六
に
は
、
市
食
・
果
子
・
菜
荒
・
粥
は
じ
め
、
涼
水
、
諸
色
酒
名

な
ど
の
項
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
み
え
る
多
く
の
食
物
名
か
ら
、
臨

安
の
食
生
活
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
涼
水
の
条
に
は
、
次
の

よ
う
に
み
え
る
。

涼
水

廿

豆

湯

椰

子

酒

豆

兒

水

鹿

梨

漿

減

梅

水

置

蜜

水

木

瓜

汁

茶

水

沈

香

水

姦

枝

膏

水

苦

水

金

橘

団

雪

泡

縮

皮

飲

麟

梅

花

酒

香

需

飲

五

苓

大

順

散

紫

蘇

飲

こ
こ
で
は
湯
・
酒
・
漿
な
ど
、
通
常
街
で
売
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
飲

料
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
な
か
に
は
、
五
苓
大
順
散
な
ど
こ
れ
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
病
時

に
処
方
さ
れ
る
薬
材
と
見
間
違
え
そ
う
な
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他

⑫
 

に
も
同
様
な
も
の
と
し
て
縮
牌
飲
・
香
需
飲
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
『
夢
梁
録
』
巻
一
三
夜
市
の
条
に

又
有
夜
市
物
件
、
中
瓦
前
車
子
売
香
茶
異
湯
…

ま
た
、
同
書
巻
一
六
茶
牌
の
条
に

四
時
売
奇
茶
異
湯
…
…

と
み
え
、
臨
安
の
街
で
は
様
々
な
茶
と
と
も
に
盛
ん
に
各
種
の
湯
が
飲

ま
れ
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

こ
の
茶
郎
の
条
の
続
文
に
は
、
篠
田
統
氏
も
御
指
適
に
な
る
よ
う
に
、

⑬
 

夏
に
は
暑
気
払
い
に
用
い
ら
れ
た
薬
湯
ら
し
い
も
の
が
記
さ
れ
る
。

冬
月
添
売
七
宝
揺
茶
、
輝
子
、
葱
茶
、
或
売
塩
鼓
湯
、
暑
天
添
売

雷
泡
梅
花
酒
、
或
縮
牌
飲
、
暑
薬
之
属

つ
ま
り
、
縮
牌
飲
．
暑
薬
属
が
そ
う
な
の
だ
が
、
こ
れ
な
ど
、
茶
や
酒

な
ど
各
種
の
嗜
好
飲
料
と
並
ん
で
茶
陣
の
メ
ニ
ュ
ー
に
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
私
は
、
薬
湯
に
は
違
い
な
い
が
か
な
り
日
常
的
な
飲
料
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
宋
代
、
官
営
の
恵
民
局
で
販
売
す
る
薬
材
は
和
剤
局
で

製
造
さ
れ
る
が
、
そ
の
製
造
基
準
と
し
て
公
布
さ
れ
た
も
の
に
『
太
平

⑭
 

恵
民
和
剤
局
方
』
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
二
陳
湯
と
い
う
薬
湯
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
半
夏
、
橘
紅
、
白
萩
苓
、
甘
草
を
主
材
と
し
て

煎
じ
た
も
の
で
、
痰
飲
為
患
、
嘔
吐
悪
心
、
頭
眩
心
悸
、
中
腕
不
快
、

⑮
 

発
為
寒
熱
、
因
食
生
冷
、
牌
胃
不
和
に
効
く
と
い
う
。
さ
て
、
こ
の
処

方
と
全
く
同
じ
で
あ
る
か
ど
う
か
は
断
じ
得
な
い
が
、
前
掲
『
夢
梁

録
』
巻
一
三
天
暁
諸
人
出
市
の
条
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

又
有
浴
堂
門
売
面
湯
者
、
有
浮
鋪
早
売
湯
薬
、
二
陳
湯
及
調
気
降

気
及
石
刻
安
腎
丸
者
。

右
文
の
み
で
は
二
陳
湯
の
薬
材
と
し
て
の
面
が
強
調
さ
れ
る
が
、
同
書
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同
巻
諸
色
雑
売
の
条
に
は

又
有
早
間
売
煎
二
陳
湯
、
飯
了
提
瓶
点
茶
、
飯
前
有
売
轍
子
、
小

蒸
梯
…
…
—

と
み
え
、
朝
に
二
陳
湯
が
煎
じ
売
ら
れ
て
い
る
。
食
前
食
後
の
点
心
の

類
や
茶
と
並
ん
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
街
で
売
ら
れ
て
い
る

二
陳
湯
は
、
手
軽
な
滋
養
材
の
類
と
し
て
、
一
般
に
親
し
ま
れ
た
日
常

飲
料
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

ィ
ン
ド
な
ど
に
み
ら
れ
る
落
葉
高
木
樹
に
詞
梨
勒
（
学
名
T
e
r
m
i
n
a
l
i
a

chebula. 
Retz.)

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宋
代
の
広
州
地
方
に
も
分
布
し

て
い
た
ら
し
い
。
宋
銭
易
撰
『
南
部
新
書
』
庚
に
は
、
次
の
よ
う
に

み
え
る
。詞

子
湯
。
広
之
山
村
皆
有
詞
梨
勒
樹
。
就
中
郭
下
法
性
寺
仏
殿
前

四
五
十
株
子
、
小
而
味
不
渋
。
皆
是
陸
路
広
州
毎
歳
進
貢
、
只
採

絃
寺
者
。
西
廊
僧
院
内
老
樹
下
有
古
井
、
樹
根
蒻
水
、
水
味
不
韻
、

院
僧
至
詞
子
熟
時
、
普
煎
此
湯
、
以
延
賓
客
。
用
新
詞
子
五
顆
．

廿
草
一
寸
並
拍
破
、
即
汲
樹
下
水
。
煎
之
、
色
若
新
茶
、
味
如
緑

乳
。
服
之
、
消
食
疏
気
。
諸
湯
難
以
比
也
。

法
性
寺
の
仏
殿
前
に
あ
っ
た
四
五
十
株
の
詞
梨
勒
に
な
る
実
は
、
陸
路

広
州
よ
り
毎
年
都
へ
進
貢
さ
れ
る
ほ
ど
の
佳
品
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

院
僧
は
、
詞
子
が
熟
す
る
と
詞
子
湯
を
煎
じ
賓
客
を
ま
ね
い
た
と
あ
る
。

こ
の
湯
は
、
新
詞
子
五
顆
と
甘
草
一
寸
と
を
拍
き
破
り
、
そ
れ
を
西
廊

僧
院
内
の
老
樹
下
の
水
で
煎
じ
た
も
の
で
、
色
は
新
茶
の
よ
う
で
、
味

は
緑
乳
の
よ
う
だ
と
い
っ
て
い
る
。
「
服
之
、
消
食
疏
気
、
諸
湯
難
以

比
也
。
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
湯
の
薬
効
が
意
識
さ
れ
た

⑯
 

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
詞
子
湯
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
興
味
あ
る
記
載

が
あ
る
。
仏
典
の
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
一
、
ま
た
同
部
百
一

渇
磨
第
八
を
み
る
と
、
ま
ず
毘
奈
耶
雑
事
一
に
は
五
薬
と
し
て
、
余
甘

子
、
阿
梨
勒
、
砒
醸
勒
、
畢
鉢
梨
、
胡
叔
が
、
次
に
百
一
渇
磨
第
八
に

は
五
果
と
し
て
、
呵
梨
得
板
、
砒
稗
得
迦
、
奄
摩
洛
迦
、
末
栗
、
蓋
弄
{

利
が
あ
げ
ら
れ
、
五
薬
・
五
果
と
も
飼
梨
勒
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
ら
五
薬
・
五
果
は
、
前
記
の
両
仏
典
に
は
、
病
の
有

無
、
時
非
時
に
か
か
わ
ら
ず
、
随
意
に
食
し
て
よ
い
と
さ
れ
る
こ
と
か

⑰
 

ら
判
断
す
れ
ば
、
詞
子
湯
も
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
き
た
薬
湯
と
同
様
、

寺
院
に
お
け
る
と
く
日
常
的
な
飲
料
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る。
さ
て
、
当
時
の
薬
渦
事
情
を
象
徴
的
に
記
し
た
も
の
と
し
て
前
掲

『
南
箇
紀
談
』
の
続
文
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
前
掲
文
に
は
、
客
を

喫
茶
・
喫
湯
で
も
て
な
し
た
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
続
い
て
次

の
よ
う
に
み
え
る
。

有
武
臣
楊
応
誠
。
独
日
。
客
至
設
湯
、
是
飲
人
以
薬
也
。
非
是
゜

故
其
家
毎
客
至
多
以
蜜
漬
橙
・
木
瓜
之
類
為
湯
飲
客
。
或
者
奴
之
。

予
謂
不
然
。
蓋
客
坐
既
久
、
恐
其
語
多
傷
気
。
故
其
欲
去
、
則
飲

之
以
湯
。
前
人
之
意
必
出
於
此
。
不
足
為
嫌
也
。

こ
の
『
南
窮
紀
談
』
の
著
者
は
、
客
も
長
ら
く
坐
っ
て
い
れ
ば
、
語
気
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も
荒
く
な
り
疲
れ
も
す
る
と
気
づ
か
っ
て
客
が
帰
る
さ
い
に
は
湯
を
出

す
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
間
で
も
や
は
り
供
応
の
場
合
、
湯
の

薬
効
を
意
識
し
て
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う

な
考
え
方
が
存
在
し
、
し
か
も
こ
れ
が
喫
茶
に
喫
湯
を
組
み
合
わ
せ
る

作
法
を
発
達
さ
せ
た
一
要
因
と
な
り
う
る
と
判
断
し
て
も
、
医
食
同
源

の
国
と
し
て
は
さ
ほ
ど
無
理
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
右
文
を
推
し

量
れ
ば
、
宋
代
の
供
応
、
さ
ら
に
は
日
常
の
湯
は
、
実
際
に
は
『
南
窮

紀
談
』
の
著
者
が
い
う
湯
の
よ
う
に
薬
効
を
認
識
し
た
も
の
か
ら
、
武

臣
揚
応
誠
が
い
う
よ
う
な
蜜
漬
け
を
用
い
た
嗜
好
品
と
し
て
の
要
素
の

強
い
も
の
ま
で
各
種
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
さ
ら
に
寺
院
に
お
け
る
湯
の
用
い
方
を
考
え
て
み
た
い
。

外
来
の
客
を
喫
茶
と
喫
湯
と
で
も
て
な
す
と
い
う
規
律
は
、
前
掲
『
禅

苑
清
規
』
に
み
え
た
が
、
こ
の
清
規
に
は
、
他
に
興
味
深
い
事
例
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
晩
に
は
茶
で
は
な
く
、
湯
を
飲
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
巻
六
「
通
衆
煎
点
焼
香
法
」
に
は

堂
中
大
座
煎
点
。
斎
前
入
堂
、
礼
請
唯
上
香
一
姓
。
斎
後
点
茶

或
臨
晩

問
湯

と
み
え
、
ま
た
巻
五
「
衆
中
特
為
煎
点
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

早
晨
茶
隔
宿
請
。
斎
後
茶
早
晨
請
。
晩
間
湯
斎
後
請
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
晩
に
湯
が
の
ま
れ
る
の
か
。
こ
れ
を
考
え
る
た
め

に
、
ま
ず
、
唐
代
に
お
け
る
茶
の
普
及
に
つ
い
て
の
べ
た
一
節
を
引
用

し
た
い
。
唐
封
演
撰
『
封
氏
聞
見
記
』
巻
六
飲
茶
の
条
に
は
、
次

の
よ
う
に
み
え
る
。

茶
、
早
採
者
為
茶
。
晩
採
者
為
老
。
本
草
云
、
止
渇
、
令
人
不
眠
゜

南
人
好
飲
之
。
北
人
初
不
多
飲
。
開
元
中
、
太
山
霊
厳
寺
有
降
魔

師
。
大
興
禅
教
。
学
禅
務
於
不
麻
｀
又
不
夕
食
、
皆
侍
其
飲
茶
、

人
自
恨
挟
、
到
処
煮
飲
。
従
此
、
転
相
倣
傲
、
遂
成
風
俗
。
起
自

郁
・
斉
・
漁
．
棟
、
漸
至
京
邑
、
城
市
多
開
店
舗
、
煎
茶
売
之
。

不
問
道
俗
、
投
銭
取
飲
。
其
茶
自
江
淮
而
来
。
舟
車
相
継
、
所
在

山
積
、
色
・
類
甚
多
。

こ
こ
で
は
右
文
に
載
る
茶
の
効
能
を
み
て
ゆ
き
た
い
。
ま
ず
本
草
を
引

用
し
て
、
茶
は
渇
き
を
と
め
、
眠
気
を
防
ぐ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
泰
山
の
霊
厳
寺
の
降
鷹
師
の
場
合
を
示
し
、
禅
定
を
修
業
す
る
さ

い
の
睡
魔
を
防
ぐ
た
め
に
、
あ
る
い
は
「
夕
食
せ
ず
、
み
な
そ
の
欽
茶

に
侍
む
。
」
と
あ
り
、
非
時
食
と
い
っ
て
、
寺
院
で
は
午
後
以
降
、
食

事
を
し
な
い
規
律
が
あ
っ
た
た
め
、
一
切
の
空
腹
を
満
た
す
た
め
茶
を

の
み
、
こ
れ
よ
り
喫
茶
が
風
俗
と
な
っ
た
と
あ
る
。

私
は
、
な
か
で
も
、
と
く
に
茶
の
も
つ
覚
醒
作
用
に
注
目
し
た
い
。

寺
院
で
は
、
大
切
な
修
業
と
関
連
し
て
い
た
た
め
、
当
初
よ
り
こ
の
作

用
が
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
く
、
こ
れ
が
当
然
、
寺
で
の
日

常
規
範
に
反
映
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
結
局
、
晩
に
は
茶
で
は
な
く
、

精
神
を
高
揚
さ
せ
な
い
た
め
、
湯
を
用
い
る
と
い
う
規
定
が
成
立
し
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
前
掲
『
南
窟
紀
談
』
で

客
の
い
ら
だ
ち
に
疲
れ
を
鎮
め
る
た
め
に
湯
を
用
い
た
理
由
と
も
一
脈
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五

周
辺
諸
国
お
よ
び
わ
が
国
へ
の
喫
茶
・
喫
湯
の
伝
播

中
国
は
、
東
ア
ジ
ア
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
、

当
地
の
喫
茶
の
風
習
も
周
辺
諸
国
へ
伝
播
し
て
い
っ
た
。
わ
が
国
で
も

平
安
時
代
初
期
に
は
、
唐
陸
羽
『
茶
経
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
固
形

茶
を
粉
末
に
し
、
釜
で
煮
て
の
む
法
も
入
っ
て
い
た
が
、
喫
茶
が
盛
ん

に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
、
栄
西
が
宋
に
留
学
し
、
『
喫
茶
養
生
記
』

を
著
わ
し
て
抹
茶
法
に
よ
る
喫
茶
を
将
来
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
宋
代
の
喫
茶
・
喫
湯
の
風
習
が
存
在
し
、
そ
れ
が
世
間
に
拡

が
っ
て
い
た
こ
と
を
の
べ
た
。
こ
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、

喫
湯
も
周
辺
諸
国
へ
伝
播
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る

の
で
、
以
下
、
考
察
し
て
ゆ
含
た
い
。

北
宋
徐
競
撰
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
は
、
高
麗
の
風
俗
・
地
理

に
詳
し
い
が
、
徐
競
は
、
北
宋
末
、
使
者
と
し
て
当
地
を
訪
れ
見
聞
を

記
し
た
。
巻
三
二
器
皿
三
茶
姐
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

土
産
茶
味
苦
渋
。
不
可
入
口
。
惟
貴
中
国
騰
茶
井
龍
鳳
賜
団
。
自

錫
賓
之
外
、
商
買
亦
通
販
。
故
遁
来
頗
喜
飲
茶
。
益
治
茶
具
、
金

花
鳥
蓋
．
翡
色
小
甑
・
銀
燻
湯
鼎
、
皆
顆
奴
中
国
制
度
。
凡
宴
則

烹
於
廷
中
。
覆
以
銀
荷
。
徐
歩
而
進
。
候
賛
者
云
茶
偏
、
乃
得
飲
゜

未
嘗
不
飲
冷
茶
突
。
館
中
、
以
紅
姐
布
、
列
茶
具
於
其
中
、
而
以

通
じ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

紅
紗
巾
幕
之
。
日
嘗
三
供
茶
而
継
之
以
湯
。
麗
人
謂
湯
為
薬
。
毎

見
使
人
飲
尽
必
喜
、
或
不
能
尽
、
以
為
慢
己
。
必
快
快
而
去
。
故

常
勉
強
為
之
啜
也
。

高
麗
で
は
、
土
産
の
茶
が
苦
渋
で
あ
り
、
品
質
が
よ
く
な
く
、
北
苑

（
現
在
の
福
建
省
甑
県
）
に
あ
っ
た
帝
室
御
料
茶
園
で
産
し
た
龍
鳳
茶
、

ま
た
こ
れ
よ
り
品
質
は
劣
る
が
、
と
も
に
高
級
茶
で
あ
る
騰
茶
を
貴
ん

た
ま
わ
り
も
の

だ
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
貴
重
な
錫
質
品
以
外
に
も
商
貿
の
通
販
に
よ
り

宋
よ
り
茶
が
入
っ
て
お
り
、
当
時
、
飲
茶
が
親
し
ま
れ
、
茶
具
な
ど
中

国
の
制
度
に
効
っ
て
い
た
と
す
る
。

さ
て
、
高
麗
の
喫
茶
は
、
禅
宗
の
隆
盛
と
と
も
に
南
宋
の
も
の
が
入

⑱
 

っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
右
文
か
ら
の
み
察
し
て
も
中
国
の
影
響
を

か
な
り
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
わ
け
て
も
右
文
で
「
日
々
、
嘗
て

三
た
び
茶
を
供
せ
ら
れ
、
而
し
て
こ
れ
に
継
ぐ
に
湯
を
以
っ
て
す
。
麗

人
、
湯
を
謂
い
て
薬
と
な
す
。
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
に
よ
り
、
や
は
り
高
麗
で
も
喫
茶
と
組
み
合
わ
せ
て
喫
湯
を

⑲
 

行
う
作
法
が
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
掲
『
参
天
台
五
台
山

記
』
で
も
、
茶
を
両
度
た
し
な
ん
だ
の
ち
湯
を
の
む
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
作
法
が
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

中
国
の
北
辺
に
位
置
し
た
遼
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
前
掲
『
稗

州
可
談
』
の
続
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

先
公
使
遼
。
遼
人
相
見
、
其
俗
先
点
湯
、
後
点
茶
。

著
者
朱
成
の
父
は
、
哲
宗
の
紹
聖
中

(
1
0
九
四
~
1
0
九
八
）
に
使
者
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と
し
て
遼
の
地
を
訪
れ
、
喫
茶
・
喫
湯
を
目
撃
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら

く
、
そ
の
作
法
が
逆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
朱
或
の
父
親
の
注
目
を
ひ
き
、

朱
咳
に
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
も
遼
国
へ
も
喫
茶
だ

け
で
は
な
く
喫
湯
も
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
事
情
よ
り
す
れ
ば
、
こ
の
作
法
が
、
な
ん
ら
か
の
形
で
わ
が
国

ヘ
将
来
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
一
向
に
不
思
議
で
は
な
い
。
当
時
、
わ

が
国
に
お
け
る
大
陸
文
化
移
入
の
第
一
の
担
い
手
は
留
学
僧
達
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
曹
洞
宗
の
開
祖
で
あ
り
、
入
宋
経
験
を
も
つ
道

元
の
著
作
を
み
て
ゆ
き
た
い
。
道
元
は
、
前
掲
『
禅
苑
清
規
』
に
準
じ

て
『
永
平
元
禅
師
清
規
』
を
著
わ
し
た
が
、
そ
の
弁
道
法
の
条
に
は
、

次
の
よ
う
に
み
え
る
。

粥
了
、
帰
衆
寮
喫
茶
喫
湯
。
或
復
被
位
打
坐
゜

こ
れ
に
よ
り
、
わ
が
国
で
も
鎌
倉
期
に
宋
・
元
の
寺
院
規
律
を
受
容
す

る
段
階
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
院
内
の
儀
礼
と
し
て
こ
の
喫
茶
・
喫

湯
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
室
町
期
頃
に
成
立
し
た
『
遊
学
往
来
』
に
載
せ
る
権
大

僧
都
某
が
銅
修
寺
大
蔵
法
橋
御
房
に
送
っ
た
手
紙
の
一
文
に
は
、

僧
侶
招
請
時
、
可
有
茶
湯
法
。
先
湯
次
茶
。

と
み
え
、
続
い
て

喫
茶
点
心
後
。
喫
湯
点
心
巳
前
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
喫
茶
と
喫
湯
の
順
が
逆
転
し
て
い
る
ほ
か
、
両

者
の
間
に
点
心
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
法
に
軽
食
の
よ
う
な
点
心

類
が
付
随
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
、
本
場
の
宋
に
お
い
て

も
同
様
の
事
態
が
想
定
で
苔
る
が
、
こ
れ
ら
喫
茶
・
喫
湯
の
作
法
は
、

個
々
の
事
例
よ
り
、
さ
ら
に
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
こ

れ
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
、
こ
こ
で
は
喫
茶
と
喫
湯
の
作
法
が
存
在

し
た
こ
と
を
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
。

時
代
は
さ
ら
に
く
だ
る
が
、
喫
楊
に
関
す
る
貴
重
な
文
献
が
あ
る
。

『
貞
丈
雑
記
』
は
、
伊
勢
流
武
家
故
実
家
の
伊
勢
貞
丈
（
一
七
一
七
し
一

七
八
四
）
が
、
宝
暦
一
三
年
か
ら
天
明
四
年
（
一
七
六
三
し
一
七
八
四
）
に

記
し
た
雑
録
を
、
伊
勢
貞
友
ら
が
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
編
集⑳

 

刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
飲
食
の
部
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

一
、
寺
方
の
作
善
の
時
、
羮
を
出
す
前
に
湯
を
出
す
こ
と
み
え
た

り
。
「
集
香
湯
」
と
云
う
粉
薬
な
り
。
『
尺
素
往
来
』
に
み
え
た
り
。

『
伊
勢
加
賀
守
貞
助
返
答
書
』
に
「
公
方
様
相
国
寺
な
ど
へ
御
成

の
時
、
随
分
の
御
て
い
し
ん
八
点
心
＞
の
時
は
先
づ
湯
参
る
八
御

粉
薬
に
て
候
＞
」
と
あ
り
。
右
の
湯
の
方
、
左
に
記
す
。

〇
苦
参
。
肉
桂
。
甘
草
。
白
尤
。
蜀
黍
八
こ
れ
は
も
ろ
こ
し
の
粉

な
り
。
こ
の
一
味
は
入
れ
ざ
る
こ
と
も
有
り
＞
。

又
一
方
。

0
陳
皮
八
大
＞
。
白
北
八
大
＞
。

T
子
八
少
＞
。
胡
椒

八
少
＞
。

又
一
方
、

0
苦
参
。
肉
桂
。
丁
子
。
桂
心
。
陳
皮
。
胡
椒
。
右
、

何
れ
も
粉
に
す
る
な
り
八
寺
に
よ
り
て
湯
の
方
違
い
あ
る
よ
し
、

金
地
院
の
説
な
り
＞
。
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か
く
の
如
く
盆
に
天
目
を
の
せ
、
天
目
の
上

に
楊
枝
を
横
に
お
い
て
、
天
目
の
中
に
右
の

粉
薬
を
入
れ
て
出
す
。
掠
湯
瓶
に
湯
を
入
れ

持
出
る
時
、
湯
を
受
け
て
楊
枝
に
て
か
き
立

て
飲
む
な
り
。
こ
れ
以
後
茶
を
出
す
事
も
あ

り
。
右
の
薬
は
、
牌
胃
を
と
と
の
え
、
腹
中
を
あ
た
た
め
、
胃
の

気
を
め
ぐ
ら
す
る
薬
法
な
り
。

右
文
に
み
え
る
室
町
期
の
成
立
に
な
る
『
尺
素
往
来
』
、
さ
ら
に
著
者

貞
丈
の
先
祖
と
考
え
ら
れ
る
室
町
後
期
の
人
物
、
伊
勢
加
賀
守
貞
助
の

＠
 

『
伊
勢
加
賀
守
貞
助
返
答
書
』
に
み
え
る
湯
は
、
粉
薬
に
湯
を
さ
し
攪

拌
す
る
方
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
製
法
は
、
さ
き
ほ
ど
よ
り
言
及

し
て
き
た
宋
の
文
献
並
び
に
『
参
天
台
五
台
山
記
』
な
ど
に
み
ら
れ
た

点
湯
と
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
実
に
よ
り
、
わ
が
国
の
喫

さ

ゆ

湯
も
た
ん
な
る
白
湯
を
の
む
の
で
は
な
く
、
中
国
同
様
、
各
種
の
粉
薬

に
湯
を
さ
し
攪
拌
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
さ
ら
に
留
意

す
べ
き
点
は
、
右
文
で
は
湯
の
た
て
方
を
の
べ
て
い
る
箇
所
に
「
右
の

薬
は
、
牌
胃
を
と
と
の
え
、
腹
中
を
あ
た
た
め
胃
の
気
を
め
ぐ
ら
す
薬

法
な
り
。
」
と
あ
り
、
供
応
の
さ
い
出
す
湯
に
も
薬
効
を
意
識
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
掲
『
南
裔
紀
談
』
で
も
、
客
に
湯
を
出
す
理
由

と
し
て
そ
の
薬
効
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
私
は
、
『
南
窮
紀
談
』

の
著
者
個
人
の
考
え
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
医
食
同
源
の
思
想
に

も
と
づ
い
た
当
時
の
一
般
的
な
考
え
方
で
あ
ろ
う
と
い
う
観
点
に
立
っ

▽〕

て
い
る
が
、
こ
れ
も
『
貞
丈
雑
記
」
の
記
載
に
よ
っ
て
襄
づ
け
ら
れ
る

よ
う
に
思
う
。

以
上
の
考
察
よ
り
、
宋
代
で
は
喫
茶
に
よ
る
供
応
の
さ
い
、
茶
に
加

え
湯
を
用
い
る
作
法
も
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
典
型
的
な

も
の
と
し
て
は
、
客
を
ま
ず
茶
で
も
て
な
し
、
の
ち
儀
式
や
懇
談
な
ど

が
終
了
す
る
時
分
に
湯
を
出
す
と
い
う
も
の
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ

は
、
実
は
正
式
の
客
礼
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
宮
廷
、
官
街
か
ら
民
間
に

至
る
ま
で
拡
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
喫
茶
・
喫
湯
は
、
周
辺
諸
国
、
と
り
わ
け
、
わ
が
国
へ
伝
播
し

て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
わ
た
く
し

は
、
お
そ
ら
く
渡
宋
僧
が
も
た
ら
し
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
『
貞

丈
雑
記
』
の
記
述
か
ら
も
、
わ
が
国
に
お
け
る
喫
茶
・
喫
湯
も
、
基
本

的
に
は
中
国
の
医
食
同
源
の
思
想
を
導
入
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る。
と
こ
ろ
で
、
臨
済
宗
の
開
祖
で
あ
る
栄
西
は
、
わ
が
国
最
初
の
茶
害

に
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
、
わ
が
国
に
採
茶
法
に
よ
る
喫
茶
を
普
及
さ
せ
る

契
機
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
『
喫
茶
養
生
記
』
を
著
わ
し
た
。
わ
た
＜

し
は
、
以
上
の
べ
て
き
た
宋
代
の
喫
茶
・
喫
湯
の
状
況
及
び
本
書
の
内

容
か
ら
判
断
し
て
、
実
は
栄
西
は
喫
茶
の
み
で
は
な
く
、
日
常
の
喫
湯

む
す
び
に
か
え
て
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を
も
言
及
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
『
喫
茶
養
生

記
』
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

紙
面
の
都
合
上
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

註
①
水
野
正
明
「
宋
代
に
お
け
る
喫
茶
の
普
及
に
つ
い
て
」
（
『
宋
代
の
社
会
と

宗
教
』
汲
古
書
院
一
九
八
五
年
）

R
青
木
正
児
『
中
華
茶
書
』
（
『
青
木
正
児
全
集
』
第
八
巻
所
収
春
秋
社
）

③
梅
原
郁
『
宋
代
官
僚
制
度
研
究
』
（
同
朋
社
出
版
一
九
八
五
年
）

④
南
宋
哀
文
撰
『
甕
随
間
評
』
巻
六
に
は
「
古
人
客
来
点
茶
、
茶
罷
点
湯
、

此
常
礼
也
。
近
世
則
然
、
客
至
点
茶
与
点
湯
、
客
主
皆
虚
盤
、
己
極
好
笑

.

.

.
。
」
と
み
え
、
こ
の
作
法
も
多
少
の
変
化
が
生
じ
て
い
た
ら
し
い
。

⑤
藤
善
具
澄
「
宋
朝
訳
経
始
末
孜
」
（
関
西
大
学
『
文
学
論
集
』
創
立
百
周

年
記
念
号
関
西
大
学
文
学
会
一
九
八
六
年
）

⑥
福
島
俊
翁
「
勅
脩
百
丈
清
規
」
（
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
一
巻
淡
交
社

昭
和
三
一
年
）

⑦
①
に
同
じ
。

⑧
栄
西
『
喫
茶
養
生
記
』
に
み
え
る
茶
湯
は
、
茶
の
み
を
さ
す
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
他
に
も
あ
る
よ
う
で
茶
湯
の
読
み
方
は
、
適
宜
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑨
水
野
正
明
「
宋
代
に
お
け
る
茶
の
生
産
に
つ
い
て
」
（
『
待
兼
山
論
叢
』
第

一
七
号
大
阪
大
学
文
学
部
一
九
八
三
年
）

⑩
『
参
天
台
五
壼
山
記
』
に
は
、
以
下
「
香
湯
」
と
は
み
え
な
い
。

乾
葛
到

白

肉
桂
去
粗
皮
、
炎
、

⑪
こ
の
蘇
東
披
の
帖
は
未
だ
探
し
得
な
い
。

⑫
宋
太
平
恵
民
和
剤
局
編
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
に
載
る
関
連
す
る
と

思
わ
れ
る
薬
名
及
び
そ
の
内
容
を
以
下
に
あ
げ
る
。

巻
之
二
五
苓
散
治
傷
寒
、
温
熱
病
、
表
裏
未
解
、
頭
痛
発
熱
、
口
燥

咽
乾
、
煩
渇
飲
水
、
或
水
入
即
吐
、
或
小
便
不
利
、
及
汗
出
表
解
、
煩
渇
不

止
者
、
宜
服
之
。
又
治
霞
乱
吐
利
、
躁
渇
引
飲
゜

沢
潟
二
十
五
両
白
粛
猪
苓
去
皮
赤
荻
苓
去
皮
、
各
十
五
両
肉
桂
去
粗

皮
、
十
両

右
為
細
末
。
毎
服
二
銭
、
熱
湯
調
下
、
不
計
時
候
、
服
屹
多
飲
熱
湯
、
有

汗
出
即
愈
。
又
治
疲
熱
在
裏
、
身
発
黄
疸
、
濃
煎
茜
陳
嵩
湯
調
下
、
食
前
服

之
。
疸
病
発
渇
、
及
中
暑
引
飲
、
亦
可
用
水
調
服
之
。
小
児
加
白
瀧
少
末
許

服
之
。
如
発
虚
熱
、
加
綿
黄
誉
、
人
参
末
少
許
服
之
。

巻
之
二
大
順
散
治
冒
暑
伏
熱
、
引
飲
過
多
、
牌
胃
受
湿
、
水
谷
不
分
、

清
濁
相
干
、
陰
陽
気
逆
、
霰
乱
嘔
吐
、
臓
腑
不
調

甘
草
判
長
寸
、
三
十
斤
乾
置
杏
仁
去
皮
、
尖
、
炒

四
斤

右
先
将
甘
草
用
白
砂
炒
及
八
分
黄
熟
、
次
入
乾
置
同
炒
、
令
菫
裂
、
次
入

杏
仁
又
同
炒
、
候
杏
仁
不
作
声
為
度
、
用
締
隔
浄
、
後
入
桂
、
一
処
揺
、
羅

為
散
。
毎
服
二
銭
、
水
一
中
器
、
煎
至
七
分
、
去
滓
、
温
服
、
如
煩
渇
、
井

花
水
調
下
、
不
計
時
候
。
以
沸
湯
点
服
亦
得
。

巻
之
二
宝
慶
新
増
方
縮
牌
飲
解
伏
熱
、
除
煩
渇
、
消
暑
毒
、
止
吐
利
。

雹
乱
之
後
服
熱
薬
大
多
致
煩
躁
者
、
並
宜
服
之
。

縮
砂
仁
烏
梅
肉
浄
草
果
股
、
去
皮
甘
草
灸
、
各
四
両

扁
豆
去
皮
、
炒
、
各
二
両
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右
成
咀
。
毎
服
四
銭
、
水
一
大
碗
、
煎
八
分
、
去
滓
、
以
水
沈
冷
服
以
解

煩
、
或
欲
熱
欲
温
、
並
任
意
服
、
代
熟
水
飲
之
極
妙
゜

巻
之
二
続
添
諸
局
経
験
秘
方
香
需
湯
寛
中
和
気
、
調
栄
衛
。
治
飲
食

不
節
、
餓
飽
失
時
、
或
冷
物
過
多
、
或
硬
物
塑
駐
、
或
食
畢
便
睡
、
或
驚
憂

悉
怒
、
或
労
役
動
気
、
便
欲
飲
食
、
致
令
膊
胃
不
和
、
三
腕
痘
滞
、
内
感
風

冷
、
外
受
寒
邪
、
憎
寒
壮
熱
、
遍
体
疼
痛
、
胸
隔
満
悶
、
雀
乱
嘔
吐
、
牌
疼

翻
胃
、
中
酒
不
醒
、
四
時
傷
寒
頭
痛
、
並
進
三
服
、
得
汗
即
径
。
常
服
益
牌

温
胃
、
散
宿
痰
停
飲
、
能
進
食
、
辟
風
、
寒
、
暑
、
湿
、
霧
露
之
気
。

白
扁
豆
炒
夜
神
厚
朴
去
粗
皮
、
到
、
留
汁
炒
、
各
一
両
香
幣
去
土
、
二
両

甘
草
灸
、
半
両

右
為
細
末
。
毎
服
二
銭
、
沸
湯
点
服
、
入
塩
点
亦
得
、
不
拘
時
。

⑱
篠
田
統
『
中
国
食
物
史
』
（
柴
田
書
店
、
一
九
七
四
年
）

⑭
宮
下
三
郎
「
宋
元
の
医
療
」
（
『
宋
元
時
代
の
科
学
技
術
史
』
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
一
九
六
七
年
）

と
こ
ろ
で
、
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
の
初
刊
は
、
元
豊
年
間

(
1
0
七

八
ー
一
〇
八
五
）
で
あ
り
、
徽
宗
の
勅
に
よ
り
大
観
年
間
(
―

1
0七
ー
一

―
1
0
)
に
陳
師
文
等
が
撰
し
、
紹
興
年
間
（
―
-
三
―
|
-
―
六
一
）
、

宝
慶
年
間
(
―
ニ
ニ
五
ー
―
ニ
ニ
七
）
、
淳
祐
年
間
（
―
二
四
一
ー
ー
ニ
五

二
）
に
幾
度
も
重
修
さ
れ
、
そ
の
度
に
増
補
さ
れ
た
。
ま
た
書
名
に
つ
い
て

は
、
紹
興
年
間
以
後
、
臨
安
に
四
カ
所
あ
る
官
営
の
薬
局
を
太
平
恵
民
和
剤

局
と
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
に
称
せ
ら
れ
た
。

⑮
前
掲
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
巻
之
四
紹
興
続
添
方

二
陳
湯
治
痰
飲
為
患
、
或
嘔
吐
悪
心
、
或
頭
眩
心
悸
、
或
中
腕
不
快
、
或

発
為
寒
熱
、
或
因
食
生
冷
、
牌
胃
不
和
。

半
夏
湯
洗
七
次
橘
紅
各
五
両
白
袂
苓
三
両
甘
草
灸
、
一
両
半

右
為
成
咀
。
毎
服
四
銭
、
用
水
一
釜
、
生
整
七
片
、
烏
梅
一
個
、
同
煎
六

分
、
去
滓
、
熱
服
、
不
拘
時
侯
。

⑯
李
時
珍
『
本
草
網
目
」
木
部
第
三
五
巻
に
阿
黎
勒
の
条
あ
り
。
そ
の
「
集

解
」
に
「
嶺
南
異
物
志
」

．．． 
と
し
、
『
南
部
新
書
』
の
前
掲
文
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
記
載
が
一
部
み
え
る
。

⑰
三
蔵
法
師
義
浄
奉
制
訳
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
巻
第
一
に

「
…
何
為
五
。
仏
言
所
謂
餘
甘
子
（
注
略
）
。
阿
梨
勒
゜
毘
毘
勒
゜
畢
鉢
梨
．

胡
椒
。
此
之
五
薬
。
有
病
無
病
時
与
非
時
。
随
意
皆
食
勿
致
疑
惑
。
」
と
あ

り。三
蔵
法
師
義
浄
奉
制
訳
『
根
本
説
一
切
有
部
百
一
翔
磨
』
巻
第
八
に
「
…

仏
言
。
有
五
種
果
。
一
呵
梨
得
粗
声
藍
記
二
毘
鞘
得
迦
鰤
年
”
纏
―

-

l

苺
摩
洛

迦
。
四
末
栗
者
”
聾
五
墓
安
利
式
顧
冠
如
岬
此
之
五
果
若
時
非
時
。
若
病
無

病
。
並
随
意
食
…
」
と
あ
る
。

⑱
松
下
智
『
日
本
茶
の
伝
来
』
（
同
朋
舎
、
一
九
七
八
年
）

⑲
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
の
こ
の
「
日
嘗
三
供
茶
而
継
之
以
湯
゜
麗
人
謂

湯
為
薬
。
」
に
関
し
て
、
金
明
培
氏
は
「
韓
国
の
茶
道
文
化
」
（
ぺ
り
か
ん
社

一
九
八
三
年
）
一
―
二
頁
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
る
。
…
徐
競
の

『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
に
も
「
高
麗
人
は
、
湯
を
菊
と
謂
う
（
麗
人
謂
湯

為
菊
）
」
と
書
い
て
あ
る
の
を
み
る
と
き
、
烹
茶
法
が
漢
方
薬
の
煎
湯
法
と

似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
茶
湯
と
菊
湯
を
同
一
視
す
る
旧
習
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

す
な
わ
ち
金
氏
は
、
茶
と
湯
と
を
別
個
の
も
の
と
し
て
扱
か
わ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
本
稿
の
考
証
よ
り
、
私
は
、
こ
こ
で
は
、
茶
と
湯
が
ふ
る
ま
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わ
れ
、
そ
の
湯
を
高
麗
人
が
薬
と
い
う
と
解
釈
し
た
い
。

⑳
『
貞
丈
雑
記
』
の
記
述
は
、
東
洋
文
庫

m
（
平
凡
社

よ
っ
た
。

⑪
茨
城
県
水
戸
市
に
あ
る
彰
考
館
に
は
「
伊
勢
貞
助
返
答
記
」
が
所
蔵
さ
れ

る
が
、
ま
だ
管
見
し
て
い
な
い
。

〔
附
記
〕

本
稿
作
成
に
あ
た
り
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
関
西
大
学
大
庭
脩
教
授
•
藤
善

員
澄
教
授
に
末
尾
な
が
ら
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
京
都
女
子

大
学
村
井
康
彦
教
授
よ
り
も
御
教
示
を
賜
わ
り
と
も
に
厚
く
謝
意
を
表
し

た
い
。（

近
畿
大
学
青
踏
女
子
短
期
大
学
助
手

-= 

一
九
八
五
年
）
に

脇

田

修

著

〔
新
刊
紹
介
〕

「
織
田
信
長
ー
最
後
の
覇
者
」

（
一
九
八
七
年
六
月
刊
中
公
新
書
・
五
二

0
円）

（
江
角

和
生
）

研
究
者
は
―
つ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
過
程
で
歴
史
の
中
の
人
々
と
出

会
う
。
彼
ら
は
雄
弁
に
時
代
を
語
り
、
そ
し
て
自
分
を
語
る
。
無
論
、
限
ら

れ
た
史
料
か
ら
彼
ら
を
完
全
に
知
る
こ
と
は
不
可
能
か
も
知
れ
ず
、
あ
る
意

味
で
は
私
た
ち
が
感
じ
て
い
る
彼
ら
の
姿
は
私
た
ち
自
身
が
創
り
出
し
た
虚

像
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
（
も
し
か
す
る
と
そ
れ

故
に
）
私
た
ち
は
彼
ら
に
魅
力
を
感
じ
、
他
の
場
合
に
は
嫌
悪
す
る
。
研
究

者
の
立
場
に
は
、
全
て
に
対
し
て
公
平
で
冷
静
な
判
断
が
要
求
さ
れ
る
。
だ

か
ら
、
研
究
者
が
彼
ら
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
感
情
は
決
し
て
論
文
に
も
表

現
さ
れ
な
い
し
、
勿
論
学
問
的
立
場
に
も
反
映
さ
れ
な
い
。
言
っ
て
み
れ
ば
、

そ
れ
は
小
箱
に
し
ま
い
こ
ん
だ
宝
物
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
宝
物
が
一
冊
の
本
を
創
り
あ
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な

印
象
を
受
け
る
の
が
本
書
で
あ
る
。
著
者
は
織
田
信
長
と
い
う
人
物
に
魅
力

を
感
じ
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
そ
れ
故
に
彼
の
真
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う

と
し
た
。
そ
こ
に
見
い
出
さ
れ
た
の
は
、
近
世
権
力
と
し
て
の
姿
で
は
な
く
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
の
推
進
者
、
「
中
世
最
後
の
覇
者
」
と
し
て
の
姿

だ
っ
た
。
そ
れ
を
ど
う
受
け
取
め
る
か
は
個
々
の
判
断
に
担
せ
る
と
し
て
も
、

本
書
は
学
問
に
お
け
る
情
熱
と
は
何
か
と
い
う
事
を
教
え
て
く
れ
る
。
著
者

に
は
既
に
数
冊
の
織
田
政
権
に
関
す
る
研
究
書
が
あ
り
、
本
書
は
そ
れ
ら
の

内
容
を
お
お
よ
そ
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
が
信
長
に
対
し
て
抱
い

て
い
る
感
情
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
本
書
の
性
格
が
、
本
書
を
読

み
易
い
も
の
に
し
て
い
る
と
言
た
よ
う
。
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